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第６次総合計画（案）修正内容一覧 

 

本文の修正 

記載 
ページ 

項 目 修正内容 修正理由 

19～25 「市民・事業者の皆さ

んとともに」の見出し 

市民・事業者の皆さんへ 総務常任委員会での意見

を踏まえた文言整理 

37 田園地域 

○対象地域 

・市街地に隣接する平坦で農地と集落が分

布する地域を指します。 

対象地域をわかりやすく

する表現に修正 

53 施策の柱 

3 災害に強い居住環境

の構築 

・災害への備えを強めるため、耐震化が必

要な建築物について市民等への周知、指

導を行うとともに、木造住宅の耐震性の

向上や老朽化した空き家の対策を推進し

ます。 

総務常任委員会での意見

及び市の既存の取組を踏

まえ、記述を追加 

54 施策の方針 常備消防と消防団の連携を促進していく

ために必要な支援を行い、消防体制の一層

の強化を図ります。 

また、消防団の機能を踏まえ、消防本部

とともに常備消防機能の整備と再配置につ

いて検討します。 

消防庁舎に限らず、消防

設備や資機材、人員配置

などを含んだ消防機能全

体の整備と再配置を検討

することを意図した記述

であったが、その意図が

伝わりにくいため、文章

表現を修正 

現状と課題 ・近年、多様な災害の発生や災害リスクの

変化などにより、大規模災害や特殊災害

への対応の強化が求められています。 

上記の修正に伴い「現状

と課題」の記述を修正 

・このことから、市が必要な支援を行い、

常備消防・消防団の機能分担と連携を促

進するとともに、常備消防機能の整備と

再配置について検討する必要がありま

す。 

施策の柱 

1 常備消防体制の整備 

・多様な災害や災害リスクの変化に対応す

るため、上越地域消防事務組合消防本部

及び妙高市と共に、両市の地勢、人口分

布など、あらゆる角度から検証し、常備

消防機能の整備と再配置の検討を進めま

す。 

上記 2 項目の修正に伴い

文章表現等を修正 

87 施策の柱 

3 拠点機能の維持 

・市民の快適な暮らしを支えるため、中心

市街地や各区総合事務所の周辺などにお

いて商業・業務・教育・文化・交流・行

政施設など、暮らしを支えるサービスを

提供する機能の維持・集積を図ります。 

土地利用構想に表現を合

わせ修正 

その他、全体の誤記・誤字の修正、表記の統一など全体をとおして修正を行った。 
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目標値の修正（目標値が確定した項目や表現を精査した項目） 

記載 
ページ 

修正項目 修正内容 

47 男女の地位の平等感 目標値の確定 

男女共同参画社会の認知度 目標値の確定 

配偶者から暴力を受けたことがある女性の割合 目標値の確定 

52 避難所運営敷材（発電機等の機能強化分）の配備が完了した避難所の割合 現状値の確定 

54 常備消防機能の整備と再配置 項目の見直し 

55 
自主防災組織の組織率（町内会単位） 項目の見直し 

毎年訓練を行う自主防災組織の割合 項目の見直し 

57 
高齢者が起こす交通事故発生件数 目標値の見直し 

児童・生徒の登下校中の交通事故発生数 目標値の見直し 

58 
市民１人当たりのごみ搬出量 項目の見直し 

家庭ごみの資源化率 目標値の確定 

59 事業所の排水基準達成率 目標値の見直し 

61 市内の住宅用太陽光発電システムによる合計出力 目標値の見直し 

63 特定健診受診率と特定保健指導の実施率（国民健康保険加入者） 現状値の確定 

65 要介護認定を受けていない 65歳以上の高齢者で、高齢者地域サロンの参加率 項目の見直し 

82 生涯学習団体の登録数 目標値の見直し 

83 中高校生の北信越大会と小中高校生の全国大会の出場者数 目標値の見直し 

84 市指定文化財の件数 目標値の見直し 

86 路線バス・乗合タクシー・スクールバス混乗の利用者数 目標値の見直し 

 


